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４
月
１
８
日
に
沙
飛
の
遺
児
で
あ

る
王

雁
さ
ん
（
次
女
）
、
王

少

軍
さ
ん
（
三
女
）
が
来
阪
さ
れ
、
府

連
役
員
と
夕
食
を
し
な
が

ら
交
流
し
ま
し
た
。
な
ご

や
か
な
懇
談
の
な
か
で
人

民
解
放
軍
の
思
い
出
や
東

京
で
の
「
沙
飛
写
真
展
」

の
様
子
や
８
月
に
開
催
さ

れ
る
大
阪
の
「
平
和
の
た

め
の
戦
争
展
」
で
「
沙
飛

写
真
展
」
が
特
別
テ
ー
マ

と
し
て
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。４

月
２
２
日
に
は
大
阪

府
連
の
渡
辺
会
長
、
藤
後

副
会
長
、
片
山
理
事
長
、

高
瀬
事
務
局
長
の
４
名
が

中
国
大
阪
総
領
事
館
を
表

二
十
四
～
二
十
五
日
は
貴
陽
市
か

ら
一
路
東
へ
高
速
道
路
を
走
ら
せ
、

貴
陽
と
違
い
道
の
両
側
の
山
は
植
木

が
生
い
繁
り
、
裾
野
に
は
畑
や
棚
田

が
開
墾
さ
れ
て
、
菜
の
花
、

梨
、
桃
な
ど
の
果
樹
の
花

も
咲
い
て
日
本
の
田
舎
の

風
景
と
重
な
り
郷
愁
を
さ

そ
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
凱
里
市
か
ら

少
し
離
れ
た
苗
族
の
村

「
雷
山
県
上
郎
徳
村
」
に

昼
過
ぎ
に
到
着
、
村
の
伝

統
と
し
て
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
に
地

酒
を
振
舞
っ
て
迎
え
る
習
慣
が
あ
る

と
聞
い
て
『
呑
み
助
』
全
員
楽
し
み

に
し
て
い
ま
し
た
。
村
を
上
げ
て
の

お
迎
え
で
、
女
性
と
子
供

は
正
装
を
し
て
一
人
ひ
と

り
丁
寧
に
『
杯
』
に
酒
を

振
舞
っ
て
く
れ
て
、
男
性

陣
も
民
族
衣
装
で
『
竹
楽

器
』
を
吹
奏
し
な
が
ら
の

歓
迎
を
受
け
感
激
し
ま
し

た
。村

の
広
場
で
は
全
村
上

げ
て
の
歓
迎
式
典
が
行
な

わ
れ
心
か
ら
の
歓
迎
を
う

け
ま
し
た
。
三
十
分
ほ
ど

伝
統
芸
能
を
次
々
と
披
露

し
て
、
最
後
に
参
加
者
全

員
「
三
十
六
名
」
が
正
装

し
た
女
性
と
手
を
つ
な
い

で
輪
に
な
っ
て
子
供
に
帰
っ

た
よ
う
に
踊
り
楽
し
い
ひ

と
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

貴
州
省
も
中
国
の
沿
岸
部
か
ら
見

る
と
遅
れ
た
地
域
の
一
つ
と
し
て
、

観
光
に
力
を
入
れ
な
が
ら
開
発
を
し

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
少
数
民
族
が

自
然
と
調
和
の
中
で
自
立
す
る
に
は
、

課
題
が
あ
り
ま
す
、
開
発
は
自
分
の

首
を
絞
め
か
ね
ま
せ
ん
。

少
数
民
族
と
し
て
長

い
年
月
を
生
き
て
き
た

文
化
・
芸
術
の
伝
統
を

ど
う
守
る
の
か
、

今
後
の
課
題
と
言
え
る

で
し
ょ
う
。

今
の
急
激
な
中
国
の

発
展
と
う
ま
く
調
和
さ

せ
、
い
つ
ま
で
も
す
ば
ら
し
い
伝
統

を
存
続
し
て
ほ
し
い
と
願
わ
ず
に
は

お
れ
ま
せ
ん
。

（
片
山
英
徳
理
事
長
・
記
、
渡
辺
武
会

長
、
藤
後
博
己
副
会
長
、
中
根
欣
之
助

常
任
理
事
な
ど
三
六
名
の
ツ
ア
ー
に
参

加
し
て
の
投
稿
記
事
の
後
編
で
す
。
）

西
の
貴
陽
か
ら
東
の
雷
山
上
郎
徳
村
へ

府連通信

敬
訪
問
し
ま
し
た
。
領
事

館
か
ら
は
、
莫

麗
麗
領

事
が
出
席
さ
れ
、
懇
談
の

な
か
で
、
８
月
の
「
沙
飛

の
写
真
展
」
の
後
援
依
頼

や
奈
良
で
の
組
織
結
成
へ

の
動
き
な
ど
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

莫
領
事
は
「
今
、
大
阪
に
お
い
て

中
国
と
の
経
済
・
文
化
交
流
は
ま
す

ま
す
発
展
し
て
き
て
お
り
、
今
後
と

も
領
事
館
と
協
会
と
の
交
流
を
深
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

訂
正
と
ご
案
内

き
り
え
美
術
展

四
月
号
で
ご
案
内
し
ま
し
た
、

第
三
一
回
全
大
阪
き
り
え
美
術
展

を
五
月
二
三
日(

金)

か
ら
二
八
日

(

水)

開
催
し
ま
す
。

昨
年
は
三
十
回
を
記
念
し
た

『
画
集
・
大
阪
の
き
り
え
Ⅴ
』
を

出
版
し
、
会
場
も
府
立
現
代
美
術

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
一
昨
年
ま
で
の
「
エ
ル
・

お
お
さ
か
」
と
な
り
ま
す
。

会
場
が
狭
く
、
作
品
も
一
人
一

点
と
な
り
、
大
き
さ
も
二
〇
号
ま

で
で
す
が
、
大
阪
府
内
を
中
心
に

活
動
す
る
作
家
・
愛
好
家
の
「
今
」

の
き
り
え
が
並
び
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
高
覧
の
上
、
創
作
を
さ
れ
る
方

が
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

第８８期中国語講座・開講中
中国人との日常会話ができることをめざしています

初級から上級まで、２７クラス開講中です

（週一回・二時間・６ヶ月２０回受講）

受講料・39,000円 二科目受講58,500円

入学金・15,000円、会員・学生割引があります

授業の見学は無料で、二科目までならＯＫです

プライベートレッスンも隋時受付中です。

沙
飛
の
遺
児
・
王
姉
妹
と
交
流
会

四
役
が
大
阪
領
事
館
を
表
敬
訪
問

７
０
０
名
の
府
連
組
織
に

全
国
大
会
、
府
連
大
会
ま
で
に

新
し
い
会
員
、
準
会
員
を
増
や
し

ま
し
ょ
う
。
楽
し
い
企
画
で
支
部

活
動
を
活
性
化
し
、
新
し
い
支
部

作
り
や
支
部
の
再
建
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

四
月
か
ら
開
講
し
た
中
国
語
講

座
の
新
入
生
に
協
会
へ
の
入
会
を

訴
え
た
と
こ
ろ
、
二
名
の
若
い
女

性
が
日
中
に
入

会
し
て
く
れ
ま

し
た
。

今
、
六
月
の
全
国
大
会
ま
で
に

全
国
で
は
５
０
０
名
に
会
員
拡
大

に
む
け
て
奮
闘
中
で
す
。
東
北
、

九
州
か
ら
会
員
の
拡
大
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
い
く
つ
か

の
支
部
の
結
成
、
再
建
も
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
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チ
ベ
ッ
ト
暴
動
の
背
景
や
北
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
動
向
に
、
関
心
を
お

持
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
と
も
と
中
国
で
は
漢
民
族
を
中

心
に
戦
に
明
け
暮
れ
て
い
ま
し
た
。

日
本(

戦
国
時
代)

や
西
側
諸
国
も
同

様
の
経
緯
を
た
ど
り
、
そ
の
過
程
で

植
民
地
支
配
の
時
代
も
あ
り
、
近
隣

諸
国
を
力
ず
く
で
統
治
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
第
二
次
世
界
大
戦
後
、

世
界
の
国
々
が
独
立
を
勝
ち
取
り
、

中
国
で
は
解
放
後
、
漢
民
族
を
中
心

に
五
十
有
余
の
少
数
民
族
を
束
ね
て

国
づ
く
り
を
し
ま
し
た
。
自
治
区
も

数
多
く
抱
え
、
今
問
題
に
な
っ
て
い

る
チ
ベ
ッ
ト
自
治
区
は
、
ウ
イ
グ
ル

自
治
区
と
と
も
に
広
大
な
自
治
区
で

チ
ベ
ッ
ト
語
を
日
常
的
に
話
し
、
小

数
民
族
の
中
で
も
人
口
が
多
い
ほ
う

な
の
で
す
。

１
９
５
１
年
に
大
規
模
な
動
乱
が

あ
り
、
そ
の
後
も
５
９
・
８
９
年
と

動
乱
が
続
き
、
漢
民
族
と
の
融
和
に

し
こ
り
を
残
し
て
い
ま
す
。
中
国
指

導
部
は
チ
ベ
ッ
ト
を
今
の
教
育
水
準

(

中
国
語
に
統
一)

に
引
き
上
げ
た
り
、

近
代
化
を
進
め
た
り
し
な
が
ら
穏
や

か
な
融
和
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で

す
が
、
チ
ベ
ッ
ト
語
を
公
用
語
と
し

て
認
め
ず
、
仏
教
を
排
斥
し
、
青
蔵

鉄
道
の
開
通
な
ど
で
漢
民
族
が
大
量

に
流
入
し
チ
ベ
ッ
ト
人
を
上
回
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
伴
い
チ
ベ
ッ
ト
固
有

の
文
化
を
軽
視
し
、
観
光
や
商
売
そ

の
他
の
大
規
模
な
開
発
を
推
し
進
め
、

チ
ベ
ッ
ト
の
自
然
や
文
化
を
破
壊
し

自
治
権
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て
い
る

と
映
っ
て
、
不
満
が
爆
発
し
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
ダ

ラ
イ
・
ラ
マ
十
四
世
は
国
家
政
権
転

覆
扇
動
罪
で
実
刑
判
決
を
受
け
、
祖

国
に
は
帰
れ
な
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
ま
す
。
「
独
立
を
目
的
と
し
て
い

な
い
事
」
を
世
界
に
発
信
し
て
い
ま

す
か
ら
、
平
和
的
な
話
し
合
い
の
解

決
は
、
「
チ
ベ
ッ
ト
自
治
権
回
復
」

が
ど
の
程
度
認
め
ら
れ
る
の
か
が
焦

点
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
央
政

府
は
拒
否
し
て
い
ま
す
が
、
世
界
の

国
々
が
注
目
を
し
て
い
ま
す
。

鎖
国
状
態
の
チ
ベ
ッ
ト
に
、
日
本

人
と
し
て
初
め
て
仏
教
の
修
行
に
行
っ

た
の
は
『
河
口
慧
海
』
（
カ
ワ
グ
チ

エ
カ
イ
１
８
６
６
～
１
９
４
５
）
で

出
生
地
は
堺
市
北
旅
籠
で
す
。
寺
院

『
清
学
院
』
の
仏
門
に
学
び
、
仏
教

典
の
翻
訳
に
疑
問
を
持
ち
、
自
か
ら

チ
ベ
ッ
ト
に
学
び
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

を
日
本
に
伝
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
南
海
本
線
の
七
道
駅
前
に

銅
像
が
あ
る
だ
け
で
、
堺
市
民
に
も

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
関
心
が
あ
る

方
は
一
度
覗
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の
関
係
で
は
、

長
野
の
善
光
寺
が
出
発
地
点
を
返
上

し
ま
し
た
。
同
じ
仏
教
者
で
あ
り
、

日
本
の
仏
教
の
ル
ー
ツ
の
一
つ
と
し

て
尊
敬
の
念
を
持
っ
て
い
る
と
の
事

で
、
い
た
し
方
の
無
い
決
定
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

チ
ベ
ッ
ト
問
題
の
行
方
と
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

緊
急
投
稿

常
任
理
事

松
原
弥
寿
夫

日本中国友好協会第57回大会のご案内
６月７日(土)～８日(日)会場：愛知県内

代議員・評議員も含めて参加希望の方は事務局まで。

支部の再建と会員拡大で大会を成功させましょう。

第54回大阪府連大会
７月６日(日) pm1：30～4：30 此花会館

祝賀会 pm 5：00～7：00

太
極
拳
教
室
案
内

府
連
教
室

開
講
中

な
ん
ば
府
立
体
育
館
な
ど

月
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

西
支
部
教
室

開
講
中

北
ス
ポ
ー
ツ
・
東
梅
田
学
習
セ
ン
タ
ー

木
曜
日
午
後
六
時
三
〇
分
か
ら

守
口
支
部
教
室

火
・
水
・
金

守
口
第
一
中
学
校
他
に
て

守
口
東
部
教
室
・
東
部
公
民
館

土
曜
日
・
午
後
一
時
か
ら

富
田
林
教
室

開
講
中

市
民
総
合
体
育
館(

剣
道
場
）

水
曜
日
午
後
六
時
四
五
分
か
ら

詳
細
は
府
連
事
務
局
ま
で

「
連
盟
は
京
城
に
在
っ
て
運
動
の
中

枢
機
能
を
な
し
、
総
督
政
治
の
一
方

面
を
輔
翼
す
る
外
郭
団
体
で
あ
る
。

そ
の
使
命
と
す
る
處
は
、
内
地
の

国
民
精
神
総
動
員
と
同
様
我
尊
厳
な

る
国
体
に
基
き
、
挙
国
一
致
益
々
日

本
精
神
を
振
作
昂
揚
し
、
且
之
を
国

民
の
日
常
生
活
に
具
現
せ
ん
と
す
る

に
在
る
は
勿
論
、
更
に
前
述
の
如
き

朝
鮮
の
特
異
性
に
鑑
み
、
半
島
同
胞

の
皇
国
臣
民
化
に
依
る
内
鮮
一
体
の

強
化
及
び
諸
産
業
の
急
速
な
る
興
隆

進
展
に
助
力
し
二
千
三
百
万
同
胞
を

挙
げ
て
新
東
亜
建
設
の
聖
業
輔
翼
に

盡
く
さ
し
む
る
に
あ
る
・
・
」
と
述

べ
る
。

題
名
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
実
物
が

手
元
に
あ
る
。(

朝
鮮
総
督
府
官
房
）

か
ら
昭
和
十
四
年
八
月
三
十
日
に
発

行
さ
れ
た
も
の
だ
。
日
本
で
は
盧
溝

橋
事
変
勃
発
か
ら
一
ヶ
月
余
り
後
、

１
９
３
７
年
八
月
十
四
日
、
閣
議
で

「
国
民
的
思
想
動
員
」
の
開
始
を
決

定
、
九
月
一
日
に
は
、
「
国
民
精
神

総
動
員
大
演
説
会
」
が
日
比
谷
公
会

堂
で
開
か
れ
た
。

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
、
朝
鮮
人
民
を

日
本
と
「
同
化
」
し
「
内
鮮
一
体
」

に
つ
き
す
す
む
呼
び
か
け
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
、
「
国
民
精
神
総
動
員

朝
鮮
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
、
二
十
一

項
目
の
目
標
を
示
し
た
も
の
で
、

朝
鮮
に
於
け
る
国
民
精
神
総
動
員
運
動

項
目
は
つ
づ
け
て
◇
皇
国
精
神
の

顕
揚
◇
毎
朝
宮
城
遙
拝
◇
神
社
参
拝

励
行
◇
国
旗
の
尊
重
、
掲
揚
の
励
行

◇
国
語
生
活
の
励
行
◇
戦
時
経
済
政

策
へ
の
協
力
◇
銃
後
の
後
援
◇
一
日

一
時
間
以
上
勤
労
増
加
の
励
行
◇
生

産
の
増
加
並
び
に
軍
需
品
の
供
出

◇
機
会
あ
る
毎
に
皇
国
臣
民
の
誓
詞

斉
誦
◇
機
会
あ
る
毎
に
殉
国
者
英
霊

に
黙
祷
◇
内
鮮
一
体
の
完
成
◇
防
共

防
牒
。
な
ど
と
つ
づ
く
。(

昭
和
十

四
年
七
月)

末
で
全
鮮
で
組
織
さ
れ

た(

愛
国
班)

数
は
三
三
万
四
千
、
班

員
数
は
約
４
８
０
万
人
で
あ
る
が
班

員
数
は
戸
数
を
も
っ
て
数
え
る
の
で

こ
れ
に
含
ま
れ
る
家
族
を
入
れ
る
と

全
人
口
が
愛
国
班
に
抱
含
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。

日
本
の
政
治
家
や
反
動
学
者
の
中

に
は
、
「
日
韓
併
合
は
朝
鮮
か
ら
の

要
望
だ
っ
た
」
と
か
、
「
良
い
面
も

あ
っ
た
」
な
ど
と
臆
面
も
な
く
語
る

者
も
い
る
が
、
こ
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
見
る
限
り
で
も
、
彼
ら
の
言
い
分

は
真
実
の
歴
史
に
目
を
そ
む
け
た
妄

言
に
過
ぎ
な
い
こ
と
が
判
る
。

満
州
で
は
「
満
州
国
協
和
会
」
を
、

中
国
の
華
北
で
は
「
新
民
会
」
を
創

り
あ
げ
、
さ
ら
に
１
９
４
２
年
十
一

月
に
は
大
東
亜
省
を
創
設
し
て
、
あ

ら
ゆ
る
面
で
日
本
と
ア
ジ
ア
諸
国
と

の
一
体
化
を
す
す
め
て
い
っ
た
。
お

そ
る
べ
き
侵
略
の
歴
史
で
あ
っ
た
。

(

明
日
香
村
村
会
議
員
・
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
の
廣
田
仁
吉
さ
ん
か
ら
の
投
稿
で
す)


